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帯尊しい胞質掌

洪積世の日本

§10第三紀と第四紀のさかい

前2回では第四紀における特徴的な事象をとり上げ

て話をすすめてきました.こんどは時代順に時

間の流れを追って第四紀を通じての日本の自然環境の

変せんをたどってみることにしましょう.洪積世の分

け方はいろいろな方法がありますがここでは一応前

期･中期･後期と3分しておきます.この区分と前に

述べた氷期･間氷期との関係絶対年数との関係は第

10-1表に示しました.絶対年数にっいてはさまざ

まの異匁った意見があってどれカ童正しいともにわかに

は決められません.

第10-1表には年数の目盛りカミ2通りつけてありま

す.このうち“ミランコビッチの年数"としたものは

ユｰゴスラビアの数学者ミランコビッチが天文学的な

方法で算定した年数です.これは地球の歳差運動の

変化から地球に入射する太陽輻射量の牽化を求めたも

の下5万年前汀5万年前･45万年前･60万年前の4回

にわたって輻射量の少い時期があったといわれ地質

学的に認められている4回の氷期とよく対応しています

二方“エミリアニの年数"としたのはアメリカの地

質学者エミリァニが求めたもので深海堆積物中の有孔

虫化石の殻に含まれるOi6とOエ8の割合の変化から水

温の変化を求めそれに放射性炭素の測定および深海底

堆積物の堆積速度から得られた年数を付したものです.

すでに述べたように第四紀は人類と氷河を特色とし

た時代でナがそうはv二っても野外で実際に一つづ

きに発達する地層をとり上げてさてその中でどこまで

が第三紀層でどこからが第四紀層であるかを決定する

のは決して簡単衣ことではありません.世界的にも

また日本でも第三紀と第四紀の境界の問題(鮮新世

と更新世の境界問題といっても同じ意味です)は地質

学上のやっかいなテｰマの1つです.

1948年ロンドンで開かれた万国地質学会議ではこ

の両世の境界について`'更新世の下限はイタリアを
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102030405060万年ミランコビッチの年数

�　

汁派俳ド㌦一一…

後期中期前期

早期

現

世

後期中期

前期

坂本亨

模式地とし第三紀からの一連の堆積物のうち最初の

寒冷化を示す地層であるカラブリア層(Corabrionfor･

matiOn)およびそれと同時期の陸成層であるビラフラン

カ層(Vi11afrancianformation)の基底におくべきであ

る"と〉･う勧告が承認されました.

日本でもこうした線に沿って第三紀一第四紀の境

界の位置を決定しようという気運が強まってきました.

第三紀一第四紀の境界問題を研究しようという場合対

象とする地層は第三紀から第四紀へかけて時間的間

隙なしに連続的に発達していることおよびこの地

層の中に気候の変化を敏感に反映する化石群が豊富

に含まれていることが必要です.ここでは上にのべ

たような地域をえらび詳細な層序と化石の研究によっ

てすぐれた成果を上げた南関東と大阪付近の例につ

いてのべることにしましょう.

房総半島を中心とした南関東の上部新生界は戦前か

ら戦後を通じて多くの人々尽よって層序･化石が研究

され第三紀一第四紀の境界にっいてもしぱしぱ議論

がなされてきたところです.房総半島に発達する新第

三系上部から第四系下部にかけての地層は上総鰯群

と名付けられていますがこの地層については戦後す

ぐから現在にいたるまで石油･天然ガスの調査に関連

してきわめて詳細な層序学的研究が行なわれていま

す.

上総層群は半島西岸を除いて深海成の地層が主体

と衣ってv'ます.当然のことながら陸上の気候の変

化は深海に対してほとんど影響をあたえ塞せん｡した

添って深海底紀すむ生物灘の変化から気候の寒冷化の

最初の徴候よ篤四紀の下限を屍つげるごとはほとんど

不可能でナそこで深海底の堆積物紀含蜜れていて

しかも気候の変化を鋭敏紀反映する化有&して新し

く浮遊性有孔鋤堆貫密れ讃した｡浮遊性有孔衷は

生意でいる閥は海洋の表繭遼くを花淀よ榔てい濠すが

苑ぬと殻は海底ぽ沈んで堆積物申ぽ混入し凄ナそ

してこの紳閥は水澄の変化紀麻むてそれぞれの海域

紀佳む種類が異なっているのです古

この化看の調査の結果｢上総層群

鋤絆11司

では糖ガ瀬層下半部凄では暖水

性の種類を含んでいるが同層の上

半部からは冷水性ρものに変ってい

第10-1表第四紀の区分と絶対年数�
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策10-2表房総半島の上部新生界の層序(三裂地1959)

�小櫃川養老川��

�金剛地層1…金剛地層1…鶴��

笠森層60m�KS｡｡�笠森層130m�

万田野層35m�M｡�万田野層38脳�上

長南層65m��笠森層20㎜�

姉ノ木台層105m�cム｡･欝鰯一ka2.^�長南層76m�総

市宿層200㎜��柿ノ木台層76m�

�国本層350m±KU2KU�国本層320m層�

�梅ガ瀬層455m≡≡≡…山U.U｡�カ瀬層525m�

大田代層190m�･(丁雲皇)�大国代層540m�群

島溝層n5㎜��黄和田層665m�

黒滝層35m�Ka明(T･1)�黒滝層280m�

豊岡層群�K山(KW14)(T㎜1�豊岡層群�

る.したがって権ガ瀬層の中部カミ第三紀と第四紀と

の境界である｣という結論カミ出されました.

一方貝化石についても上と同じ理由で深海性の

ものと浅海性のものとが区別して研究されました.深

海陸の貝化石は上総層灘の全体を通じて冷水性の種

類で占められています.しかし浅海性の貝化石の詳

細な研究からは上総層灘の中･上部を通じて暖･寒

の繰返しが3回あったことが判ってきました.そして

浅くて寒い海の貝類が出現するのは有孔虫の場合と同

様に海ガ瀬層中部にあたる層準が最初です.

近畿地方中部には大阪湾周辺から京都･奈良･琵琶

湖をへて伊勢湾一帯までいくつかの独立した小盆地

が並んでいますがこの盆地の周辺平野と山地の間に

は若い新生代層が低い丘陵地をつくって分布してい

ます.これらの地層は形成時期に多少の前後はあり

ます苧ほぼ同時期の湖沼や内湾の堆積物です､大阪

～京都付近では大阪層群琵琶湖周辺では古琵

琶湖層群,伊勢湾西岸のものは奄芸層群と

錘鑑幡

轡艦艇欝

雛簿轡

第10-2図浮遊性孔有幽の夏例

上段Globrota1iainfIete暖水性(約32倍)

中段Globigerimpachyderma冷水性(約40陪)

下段G.quinquelofa〃(約70倍)
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第10-1図上総層群上部の争布(成瀬1959)

嘉三灘澱欝鶏錨鱒灘繋鰯

いった名前で呼ばれています.

大阪層灘は大部分は砂･シノレト･粘土の互層からな

り厚さ600m(地表では200mぐらい)に達する地層で

すが戦後になって詳細な地質調査が行なわれこの中

に少くとも8枚の海成粘土層をはさんでいることが削り

ました.この海成粘土層は分布が広くよく追跡され

るので火山灰層とともに有効な鍵層となっているも

のです.大阪層灘については地質調査と関連して

植物化石や象化石の研究カミ造められ植生や気候の変化

が次第に明かになってきました.気候の変化を追求

するには海中g生物を調べるより陸上の生物とく

に植物を研究するのカ靖利です.こういった有利さも

あって大阪地域は日本で第三紀一第四紀の境界を論ず

るにあたって1つの基準となっています.

大阪層群の最下部から産出する植物化石はメタセ

コイア植物群(Metasequiaflura)と呼ばれてい

ますがこれはイチョウ｡メタセコイア･イヌスギ｡ヌ

マスギ･オオミツバマツなどを含む温暖･湿潤な気候下

に繁茂した植物灘です.これらの植物は現在では

第10-3図大阪層灘とその相当層の命命�
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第10-3表

大阪地域の第四紀層の

層序M且は海生粘土層

(市原1962による)

絶滅してしまったか

あるいは同一種ないし

は近縁種が中国南部

荏どでごくわずかに残

東

奔しているにすぎませ

ん.

大阪層群の下部にな

ると植物灘には新し

くチョウセンマツ･

ミツガシワなどの寒冷

高位婆幣担豊播,雛累層中灘､繊丘

VWWW埴｡上町累層伊丹累層

鮒､ぎ竿饗･鑑

基盤岩綴神戸層群･二上層群大阪層群下部犬阪層群上部満池谷累層

第10-4図大阪･明石地域の地形･模式断面図(市原19εO)

性の植物カミ加わりはじめ最下部でみられたメタセコイ

ア植物灘の構成要素は次々に姿を消していきます.

次第に加わる寒さに耐えかねたのでしょうかメタセコ

イアか最終的に姿を消したのは大阪層灘中部の層準の

ことです.

現在ではこのような植物灘の変せんにもとずいて

大阪層群最下部の時代カミメタセコイア繁栄期同下部の

時代はメタセコイア消滅翔と呼ばれています.そして

第三紀型の植物群カミ衰えはじめ新しい寒冷型の植物灘

が出現し始める時期(すなわちメタセコイア繁栄期と

消滅期とのさかい)をもって第三紀と第四紀の境界と

しています.この植物群の変化を気候の寒冷化の最

初の徴候とみなすわけです.

前にのべた国際的な標準地域のイタリアの場合では

温暖な気候を示す植物群は第三紀末で急激に絶滅し第

四紀の寒冷な植物群への変化は明瞭だといいます.し

かし日本の場合両者の移り変りがゆるやかで漸移

的になっているのは興瞭あることです.現在台湾を

含めた中国各地で第三紀型の植物のいくつかが局地的

に生残っていることはよく知られています.こうした

ことも第三紀から第四紀へかけて植物灘カミ漸移的に

移行していったことと関連があるのでしょう.

上に述べた第三紀型の植物の生残りというのは化石

の証拠からみて第三紀までは汎世界的に広く栄えていた

のに現在では狭い地域だけに局限されて分布してい

る植物のことで“生ける化万"などと呼ばれるこ

ともあります.われわれにどってなじみ深いイチョウ

やソテツも実は生ける化石の例なのです.こうした残

存型の植物の中でも発見までのいきさっがもっとも劇

的で有名なのはメタセコイアでしょう.

勿

1多

肥､

第10-5図メタセロイァ植物群の1例

1.メタセコイア(Metasequoiadistica)の毬果(約0.6倍)

2.メタセコイア(Metasequoiadistica)の小枝･(約O.6倍)

3･オオバタクルミ⊆Jug1ansmegacinerea)(約O･6倍)

4.アマミゴヨウ(Pmusamamiana)(約O,6倍)

5.オオミツバマツ(Pi匝ustrifolia)(約0.4倍)

メタセコイアはすでに述べたように第三紀一第四

紀初期には日本各地で繁栄していました.実をいえば

メタセコイアという名前も断片的に産出する化石に基

ずいて三木茂博士によって命名されたものです.と

ころカミはじめ絶滅したと考えられていたこの植物の現

生種がその後第2次大戦中に中国奥地(四川省･湖

南省のさかい)で発見されたのです.それは三木博士

の論文が発表されてわずか5年後のことでした.

この二二一スは生物学上のビッグ･ニュｰスとして

戦後すぐに世界中に紹介され明るい話題を提供しまし

た.現在日本ではアメリカをへて移植されたメタセ

第1ト6図最初に発見されたメタセコイアの巨木

中国四川省磨フ〕渓の胴の神木

(高さ23m胸高直径2.5m)(三木1953)�
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コイアが各地に植林されています由毛の先祖が絶滅

して100万年ののちふたたび日本列島の山野に根を下

したメタセコイアの子孫はいかなる感慨をもって激

しく変ぼうしたこの国土を見つめていることでしょうか.

§椚洪積世前期(粁ナ吻氷期～嚢ンデル氷期)

中新世初頭の激しい火山活動の時期“本列島の大半

カミ海底に没した同中期の大海進の時期に引きつづいて

中新世後期から鮮新世には員六列島の背骨の部分は次

第に隆起してゆき今日の弧状列島の原型をつくりはじ

めました.鮮新世に在ると表日本と裏目本の差がは

っきりしてきます.この時期には秋田･新潟の油田

地帯をはじめ北陸･山陰から酉は遠く朝鮮半島の南の

済州島にいたるまで寒流系の貝類を多産する海が広が

っていました.しかし第三紀末一第四紀初頭に狂る

と日本は大陸と完全に陸つずきとなり日本海は大き

在ミ観と在りました.

洪積世前期の植物をみるとすでに述べたように温

暖･湿潤なメタセコイア植物群カミ次第に衰えチョウセ

ンマツ･ヒメハラモミなど寒冷気侯を示す新しい植物群

カミ進出してきたことが著しい変化です.この時期もさ

らに後半となるとメ慈蛾､嚢､

雌物群が発見さ㍗て難

いるようになり蜜す吉

といってもこの時期

を通じて気候かっ議

的にどんどん寒く荏っ

;藁'蓬

間氷期の繰返しはここ､!灘

でも認められ日本で

もこの時期の地層か

第11-1図洪積世初期の古地理

らたとえぱ大阪層灘(G｡｡.D.pT.pI.1･nd･より)

の上部などふら暖地性の植物化石が発見されることも

あります.しか･し洪積世前期の後半で認められる暖

地性の植物灘はコナンキンハゼ･シキシマハマナツメ

あるいはアデク･クスノキ柱ど現在普通に見られるよ

うな新しい型のものばかりでありもはやメタセコイ

アなどを見ることはできませノレ.

第11-2図寒冷性植物群の1例1･

㈮

�

⑩⑬
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チョウセンゴヨウ(Pimskoraiensis)約O.6倍4･

ヒメパラそミ(PiceaMaximowicz三i)約O.7倍5.

ウラジロモミ(Abieshomolepis)約O.7倍6･

マッハダ(Piceabユ｡olor)約O,7倍

グイマツ(LarixG㎜elini)約O.7倍

カラマツ(LarixKaemperi)約O.6倍�
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策11-3鰯ス矛刈}鎌の歯の化石て川崎市久末産)

陸上動物でも同様紀やはりこの時期は第三紀型の

ものが次篤に衰えていく時期です｡ここでは象の

('歯の)化有がもりともよく知られています.当時日

本にはアカジ象(P0欄t昭O曲篶荻盆ShienSiS)アケボ

ノ象(P,aurorae)などステゴドン象の仲間が主と

して住んでいました.象のほかにはサイ･トラ･野

牛1水牛･ジラフ扱と大陸と共通したインドｰマラヤ

系の動物群が発見されています.昨年(1964年)の夏

大阪大学構内で発掘されたワニの化石(マチガネワニ

:Tomistomamachikan㎝se)はやはりこの時代(洪

積世前期の後半)のもので大阪層群上部から産出しま

した.

また洪積世前期の後半は人類カミ始めて出現した時

期です.中国猿人や直立猿人が発見されています,

中国猿人(Sina耐r⑪岬speckinensis)の化石は北京西

南方の用口店の一つの…土1の洞穴で発見されましたが今

から40～50万隼前の人類の化石です.当時狩猟を主

として生活し石器を作りすでに火を使うことを細っ

てV･ました血中国では最近でも(1964年10月)陳西

省豊岡付近でこの時期の人類化石が発見されています.

ヨｰロッパで人類が細るれるのはこれより新しく最古

のものでもミンデノ沙氷期のころといわれています.

この時期の地層は簿本各地で知られていますがさ

きに述べた南関東の上総層鮮や近畿地方中部の大阪層鮮

の例でもわかるよう紀第三紀以来引つづいた積成盆地

第11-4図マチガネワニ(大阪犬学構内産)

の内で第三紀層上部から連続して堆積したものが多い

ようです.しかし南関東や近畿地方以外では分布

が広いに{)かかわらずまだじゅうぶんに研究か進んで

いません.

北海道では道東部の釧路層灘石狩平野周辺の野幌

層がこの時期の地層です.野幌層は当時北海道の

主部と西南部とを隔てていた海峡(古石狩海峡)を埋め

たものです.東北地方ぺ下って太平洋捧では青森県

東部から岩手県北部にかけてこの時期の海成層が広く

発達しています.昔から有名な“南部の砂鉄"を産す

るのがこの地層です.関東地方では関東平野をとり

巻く海抜300～100m程度の丘陵地をつくってV'ます.

南側の房総半島ではさきに述べた上総層鮮の中･上部が

横浜付近てば三浦層鮮の最上部カミこれにあたります

関東{地の東麓では陸成の礫層が主となるようです.

東海道ぞいにはこの時期に厚い扇状地性の襟層カミ発

達しています.新潟1北陸では第四系下部は新第

三系から引つづいて堆積していまナ新潟では魚沼層

灘･北陸では埴生累層と呼ばれていますが下部から上

部へ次第に海成から陸成へ移行しているようです.

構造的には下位の新第三系と同様に橿曲や断層で変

型しています.

第11-5図a北京猿人(模型)(国立科学博物館蔵)

第11-5図b監国猿人(アジア通信社提供)�



第11-6図南都の砂鉄

a砂鉄採掘あと(射手県九戸郡大野村)

↓お砂鉄属の露頭(岩手県九戸郡大野村)

近畿地方中部では伊勢湾周辺から神戸付近までの聞

に独立した各々の小沈降盆地を埋めてこの時期の地

層が分布しています.すでに述べた大阪層灘はその

代表です.その他は奄芸層群(伊勢湾西岸)1吉琵

琶湖層群(近江･伊賀盆地)などと呼ばれいずれも大

阪層群と類似した岩相をもっています.

中国･四国ではこの時期の地層はあまり知られてい

ません.その中でほ島根県西部の江ノ川河口付近の

地層(都野津層)がこれにあたるかと思われます.

九州では大分平野周辺に鮮新世洪積世初頭の海成

層が火山岩類をはさみながら厚く発達しています.

§12洪穂世中期(ミンデル/リス間氷期･リス氷期)

洪積世前期が生物群や地殻運動などの点で第三紀の

色彩を多く残していたのに比べ中･後期には第三紀

の名残りはほとんどぬぐいさられていました.一部の

人達はミンデル氷期までを“古洪積世"ミンデル/リ

ス間氷期以後を“洪積世"と呼んで区別しているほどで

す.

地殻運動は…の時期に活発化し山地の隆起･海底の

沈降在とが顕著です.近畿地方でいえば“六甲山塊"

などの上昇で特徴ずけられる“六甲変動"カ童この時期

を最盛期としています.日本列島はこの時期を通じ

て次第に現在に近い姿をととのえてきましたカミなお

大部分の時期には大陸と地つづきとなっていました.

一見さきに沖縄の島々が孤立したのはこの時期ので

き事です.

洪積世中期の地層は前期のものが第三紀以来引つ

づいた沈降盆地の末期の堆積物として残っているのと違

い主として段丘堆積物として知られ一部は新しい海

進(間氷期の海面上昇による)に伴う海成層として断片

ハス''岨

ス

㌦

一

フ弩

ヌ

的に残っています.

この時期に植物ではアカエゾマツ･アカトドマツ

などの亜寒帯･冷温性の植物群カミ広がり暖帯型のタイ

フンブナなどはここで消滅しました.動物では前期

に多数みられたステゴド1■象は姿を消しナウマン象･

ニホンジカ･オオツノシカ･トラ底ど中国北部を中心に

住んでいた動物群カミ目本へも姿をみせる辛うになりま

した､

家といえば現在ではアフリカ象とインド象の2種類

しかおらず原産地も熱帯地方に限られていますが洪

積世には多数の種類が北方のツンドラから熱帯の密林

まで多様な生活環境に適応して栄えてv･ました.日本

で多産するナウマン季(Palaeo10xOdOnnau卿anni)と

いうのもこうした洪積世に栄えた象の一種です.北

方のツンドラ｡草原に住むマンモス象と南方の森林に

棲富､した東洋象･ナノレバダ象との両方b分布圏にはさま

れて温帯の草原･森林に暮らしていました.日本で

はこの時期以後漢樹世末にいたるまで各地で多数のナ

ウマン象の化石の産出が知られています.

さてこの時期を代表する地層は関東地方南部でも

っともよく発達してい裳す昔上総層鮮の上位に整合に

重なる成田層群下部横浜の西方丘陵に広がる長沼層･

塀風ガ浦層おぷびその上位の多麟濠㌻ム属がそれです.

成顕穏群は新鶏三紀以来引っついた関東構造盆地の中

を醒め蕃地層ですが海はこの時期にすっかり濃くなり

鮒脇繍寒流系1暖流系の演海性興化看鮮を上部1下部から産尚

翻醐繁鰯

盲百鵬鰯薙畷

第12-1図六甲山地の断層と変位量(藤国一1961)�



δ)

､｡｡､･多駈陵おし沼砂礫層溝下末吉台地

(屏風が浦層)≦下末吉層

�

三浦層群

根生しが遊長平慶

方田沼丘園尾挙繋

[コ立川鵬下末吉皿兀多摩鰯粘土匿…嚢砂鰯磯蘭掘疑衡鵜攻

武蔵野ロｰム層ロｰム層ロｰム層

第12一･2図多嘩1一陵北縁の模式断面鰯(関東蝉一ム碩碗灼ドブ燃餐)

ω121

歳ム

野層

浦量

雛蔵横暴灘層擁鰯

(2)津聞台小学校甲側(3)星川

粋議栄僧傭素讐麟粥

一夕1960)

しまナ長沼層･扇風ガ浦層は三浦層灘(三浦半島

からその北方地域にかけて広カミる新第三紀～洪積世初期

の地層)の上に不整合に重なり新しv'海進を代表する

堆積物でナこの海は成田層下部を堆積した海とは連

続していなかったもようでナ屏風ガ浦層の堆積面は

多摩面の低い方の面(T2)にあたると考えられています.

しかしこの面は長い間の侵蝕でひどく破壊されてお

り堆積当時のもとの形を止めた平たん面は残っていま

せん.ただ高さのよく揃った尾根や山頂をっらねて

もとの形を推定するにすぎません.なお多摩面の上

には多摩ロｰムから始まる関東ロｰムの各層が厚くの

っており現在ふつうに遠望して認められる定高性は

この関東ロｰムの積った上の面にあたります.多摩面

の高い方の部分(T･)は御殿峠礫層の堆積面ですカミこ

の礫層カミ長沼層に相当するか否かはまだ充分判ってい

第12-4図多摩丘陵の地形面等高線は幅2km以下の.

谷を埋めて作ったもの(10m間隔.相模野g等高線は5gm

間隔)破線は地形面の境↑lT1面下2T2面S.S

(下末吉)面M:M(武蔵醇)面紬点'沖額面

ません.

関東地方を除いてこの時期の海成層

はあ護り知られてい漢せん.ただ九

州北部の蛸層(大分東方の大在層1若松

付近の正津ガ浜層)が知られている程度

です昔

陸成鰯としては大阪地方では大阪層

灘や満抱谷累層を緩く切って両者の上

に不整合に重なる“高位段丘礫層"(播

磨累層･浄谷累層)がこの時期のもので

す.この他各地で一般に高位段丘と

呼ばれているもののなかにこの時期に

形成された地形面が含まれています.

高位段丘あるいは高位喫丘礫層の分布は

全国でかなり広く知られているにもかか

わらず詳細な研究はまだこれからのよ

うです.なおこの時期の末期(リス

氷期)にはか在り大きな海面低下があ

ったのでしょう.次節で述べる下末吉

海進期の地層の基底には場所によって

現在の海面下に達する深い谷カミ刻まれて

います.

§13洪積世後期(リス/ヴユル

ム間氷期･ヴ'ルム氷期)

この時期の前半は日本で下末吉海道と呼ばれている

もっとも顕著な間氷期海進の時期です｡各地の海岸

段丘のうち明瞭な原地形を残しており高さも海抜20

～30mのものはほとんど大部分が下末吉海進によって

形成されたものと見ていいでしょう.また後半は

海面が現在に比べて100m以上も低下し気温は7～

8℃前後低下したといわれる海退と寒冷の時期です一

前半洪積世後期の前半の地層は関東地方でもっ

ともよく研究されています.当時できた地層は成田層

群上部ですがこれは関東平野一円の台地をつくって広

がっており東京･横浜付近にも達しています.東京

では東京層横浜付近では下末吉層たどと地域的な名前

で呼ばれていますカミいずれも浅海成の砂を主とした

地層で古東京湾に堆積したものです.

.護､韓,甜

､毒蛾幽苗

第13-1図下末吉台地の'端地質調査所屋上より望んだ�



一〇』､

ところでこの頃

異本と大陸との接続

関係はどうだったで

しょうか｡津軽侮

燥や宗谷海峡の両側

海底地形巳濫原にはこの時期の海

少礫の秀

)成段丘が発達してい

したカミって

abc当時この2つの海峡

第13-2図古東京湾の変遷(成田研究グルｰプ1962)a.下末吉海浸の初期b.下末吉海浸の最大期｡.下末吉海浸の末期

(海退期)が開いており北方

古東京湾というのは今日の関東平野のほぼ全域をおから陸ったv'に北海道･本州へくる道が閉ざされていた

おって広がった当時の一大海湾のことです.この湾入ことは確実です.

は現在の東京湾と違って東方へ口を開いていたため当時の日本にはナウマン象をはじめ多数の大陸(と

寒流の影響を強く受けていました.房総半島北部ではくに中国北部)と関連の深い陸上動物が住んでいました.

海は前の時代からの引っづきですが関東平野の北部･このことは中国北部から朝鮮を通って日本列島へ至る

西部ではこの時期になって新たに海域が拡大していま陸上の道一朝鮮陸橋一の存在を推定させます一じ

ず.関東平野の大部分の台地はこの海進期の地層.とかし一方目本海岸に分布するこの時期の海成層中には

その後のロｰム層とによってできています.一般に下多数の暖流系の貝化石が知られています.このことか

末吉期の海成層の堆積面である平坦恋地形面は下末吉らは当時すでに古朝鮮海峡が開き今日の対馬海流の

面と呼ばれています.この面は全国各地によく発達ように暖流が日本海へ流れ込んでいたとみるべきでし

しておりことに海岸地域では海抜20～40mのきわめよう.朝鮮陸橋と古朝鮮海峡.この矛盾は興味深い

て平坦な面として識別されます関東平野の台地面は問題です.この解答は今のところ下末吉海進の初め

多くは下末吉面に属しておりこの平野は古東京湾がのうちは陸橋がつながっていたがその最盛期にいたっ

干上って生じた海岸平野を原型としているといえます.て陸橋が切れ海峡が開いたと考えるのがもっとも妥当

下末吉海進によって形成された地層は名古屋では熟のようですが真相はさらに検討されなくてはなりませ

国層大阪では上町層と呼ばれそれぞれの街が歴史的ん.

に発展してきた最初の拠点となった台地を構成していま

す.この仙北は北海道から宙は九州までまだ日後半洪積世後期の後半は洪積世の最後の氷期一

本海側にも太平洋岸にもこの時期の海成層は普遍的に一ヴユルム氷期にあたります.この時期は時代が新

発達しています止そして現在のところ資本の洪積しいだけに気候の寒冷化と海面の低下の証拠がもつ

層のうちもっとも詳しく研究されているのがこの時ともよく残されている時期です.海面は現在に比べて

期の地層です｡100m前後低下し年平均の気温は東京付近で7～8℃

当時の地層からは瀬戸内海1東海道･南関東の一帯も寒かったと言われます.日本アルプスや目高山脈の

でおびただしい数のナウマン象の化石カミ発見されてい山頂部に小規模な圏谷氷河が生じたのもこの時期です.

ます.瀬戸内海の海底などでしばしば漁網にかかっこの時期には亜高山帯の針葉樹林が低地にまで進出

て象の歯が上がってきますがこれはほとんどこの時期してきました.そのもっともよく知られた例は東京都

の地層から洗いだされて海底に残留しているものです中野区にある江古田の植物化石層です.この化石層は

植物化石の方からは当時の気候が今日とほとんど変ら校放射性炭素による年代測定の結果約2万年前のものと

いものであったと看われています.されていますカミ当時武蔵野の一角にイチイ･カラ

､ポ砧

鳩

…い

逓:｡警紅､紬､一,.泌∴.�



第13-3図aナウマン鐘6歯の化石

マツ･チョウセンマツ･コメツガなどの森林が繁茂した

とは驚くべきことです.きびしい寒さを示す江古田

植物群は1立川ロｰム層中に挾まれたものですがこれ

より下位の武蔵野ロｰム層下部からは冷温帯性の植物

灘が発見されています.途中いくらかの小変動はあっ

たにせよ下末吉期から立川回一ム層の時期へ気候は次

潮こ寒さを加えていったことでしょう.同様に寒冷気

候を示す植物灘は花泉(岩手県)･三本木(青森県)な

ど各地で知られています.今後この時期の合化石層が

次々と発見され当時の状況をより詳細に復元すること

が可能になるでしょう.

同じ頃北海遣には北欧･シベリア･アラスカと北

方大陸に広く栄えていたマンモス動物群が渡来してきま

.した.この中にはマンモス･ヒグマ･オオカミ｡ナ

'キウサギなどが含まれておりそのあるものは絶滅しま

したカミあるものは現在まで生き残っています.大陸

とカラフトカラフトと北海道の間の海峡間宮海峡･宗

谷海峡はいずれも水深50m以深ですから海面カミ100

'mも低下ナればす千て陸つづきとたり大陸からの動物

群カミ北海道までやってくるのもむしろ当然でしょう.

マンモス象の化石は北海道では夕張と襟裳岬とから

⑧寒冷荒原鱗榊

､気候区界

～冬季結氷限界

��

､.

ぎ

､区I､

し一本

㌧1}0

着

｡#凧

1プ∵､一

且30曲140曲蜘

第エ義一義閏､ヴ皿べ,五味潮め宵狛蟻阯

第13-3図bマンモス象の歯の化石

発見されています.

また本州では朝鮮半島を通って華北の動物群(ウ

マ･野牛･水牛･トラ･タヌキ･アナグマなど)が渡来

し一部は日本に定着しました.ナウマン象は前の

時代から引きつづいて日本で住んでいましたカミ最近

長野県北部の野尻湖湖底で行なわれた発掘の結果による

と約2万年前までこの地域にナウマン象カミ棲息して

いたことか削りました｡わずか2万年前までヴユノレ

ム氷期のきびしい寒さに耐えてナウマン象カミ日本に住

んでいたとは今までの常識を大きく破る発見でした｡

第13-5図人骨の化石(鈴木1965)

(静澗県三力肩発掘)

左頭頃骨�



一33一

舳1

川榊1

“

岬､1桶

恥.

一

�

�

.■

第13一義鰯下衆古期の段丘(簿)を立川期の殿俊(㌻)の

穣式的な関係(及)縁蹄横溢

しかも野尻湖では象化肴とおも紀旧石籍の破片も発

見されておりナウ常ン象を人類&カ洪存していたこと

も確かめられてい襲す｡この時代の動物化石はこの

他花泉(岩手県)1明科(長野県)などでも知られて

います｡今後とも新淀匁発見が期待されるところです

マンそス象は本州からは発見されていません､し

かし紀グマやエゾシカあるいはシベリア系のオオカミ

など北方大陸から渡来Lたと思われる動物の化石ば

しぱしは本州でも発見されています咀ではこの時期

に津軽海峡は他と同様に海面低下に.よって陸化し淀の

でしょうか曲棒軽海峡は中央部で深さ130m以上あり

100m前後の海面低下ではなお狭V'たがら水道が残り

ます.陸橋と海峡の矛盾がここでも生ずるわけです.

現在のところこの矛盾の解答として氷期のきびし

い寒さの下結氷した津軽海峡を渡って北方からの移

住者が本州へ渡来したと推定されています.獲物を追

う旧石器時代の狩人達もやほりこの道をたどって本

州へ上陸してきたことでしょう.

旧石器時代といえばこの時期は西ヨｰロッパでの

中期粒よび後期旧石器時代にあたります.この頃から

急に人口カミ増大したのでしょうかヨｰロッパでは膨大

な数の遺跡が散在するようになります.そして同時

にシベリアやアメリカ大陸で人類遺跡カミ発見されるよ

うになるのもこの時期以後のことです.日本でも多

少疑問のあるものを除いて人骨や旧石器遺跡はすべ

てこの時期から産出します.すでに述べたように関

東地方でいえば南関東では立川ロｰム層中から北関

東では武蔵野･立川ロｰム層に相当する層準から多く

の旧石器がみつかっているのです.

この時期の地層は南関東の武蔵野礫層･武蔵野ロｰ

ム層･立川礫層･立川ロｰム層で代表されます.武蔵

野礫層は'東京の西部に広がる武蔵野台地の表面をつく

る礫層で厚さ3～4m厚さの薄い割合いに分布が広

いのが特色です.武蔵野台地は西方で下末吉台地と

ほぼ同じ高さですカミ下末吉台地がほぼ水平に広カミるの

と違って東方へ次第に低下し台地の末端では約20㎜

河床I

河床n

河床m河口I

“海水準I

�

河口皿

凸海水準皿

第工§一学鰯海面の昇隣と段屍の勾鰻

の高さとなってい婁す｡下末吉海進の頂点をすぎて後

海面がいくらか低下した時に=ごの襟層は下末吉層をわ

ずかに削って形成され社もやでし皮う｡武蔵野滋一ム

層はこの礫層の上に整合紀重な2てい漢すか刺ζ護色

を呈しよく員立っ蒐宗漂眉層をはさんでいるのカミ特徴

です｡

立川礫層は多摩川ぞい紀細長く分布する河清段丘を

構成する襟層です.この段丘は勾配添急で下流側で

は多摩川の現在の河床の下に潜ってしまい襲す,この

現象は多摩川に限らずどこでも屍られる立川期の段

丘の一般的溶特色です.鶏13-7図に示したように

海面低下期の急勾配底河道をもととして形成された段丘

ですからその後の沖積世の海面上昇によって沖積層下

に埋没するのは当然といえましょう.海面上昇期に形

成された下末吉期の段丘面カミ水平に広がっているのと比

べ立川期の段丘面の急勾配は海岸地域でいちじるし

い対照となって〉･ます.立川ロｰム層は関東ロｰム

の最上部を占める厚さ2～4mの部分ですカミ下部よ

り多少赤味が強くなってv'ます.'またこの中には埋

没土壌といわれる黒色～暗色帯を2～3枚はさんでいま

す.武蔵野礫層に対比される地層はあまり広く知ら

れてV'ませんが立川期の段丘は全国いたるところの川

筋に発達しています.今まで高度の点でもっと古い

と考えられていた段丘礫層も最近では放射性炭素によ

多年代測定の結果この時期に属することが判明したも

のが多いようです.またこの時期は火山活動の点でも

多量の軽石の噴出に伴う大規模な陥没カノレデラが各地で

形成された時期として特色カミあります.北海道･東北

地方や九州の諸カルデラの形成と関連した大量の軽石の

噴出時期は放射性炭素による年代測定によって次のよ

うにいわれています.

北海道大雪火山1｡～｡.｡万年前

阿寒火山工

東北十和田火山12,700土260年前

九州阿蘇火山(所期)33.O00土300年前'

姶良火山22.O00土850年前

(奉者は地質部)�


